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こちらから

6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　災害への備えを強化
企業や大学などの団体と災害時に協
力関係を築く、災害協力協定につい
て紹介します。

３面　読書を身近で便利に
南毛利公民館図書室がリニューアル
オープン。地域の図書館として、さ
らに便利になりました。

４・５面　ロボットと目指す介護支援
高齢化が急速に進む中、ロボットを
活用した生活支援の実現を目指す二
つの活動が進んでいます。

内容
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歴
史
重
ね
て

に
ぎ
わ
う
朝
市

2929 22 11 2月1日は
　市制記念日

日時　2月5日　6時〜7時30分
会場　文化会館駐車場

日

　　 新鮮野菜や加工品の販売、福袋
の販売（6時〜整理券を配布）、温か
い飲み物の無料配布、じゃんけん大
会（勝者に野菜をプレゼント）、県内
交流朝市などの特別出店、相模のア
ユ塩焼きの販売

問農業政策課☎225‒2801

2000回記念朝市

厚木市は市制施
行62年を迎えた
Boo〜‼

祝

2000
回

ケーブルTV 2/16〜放送
あつぎ 元気Wave

記念朝市の様子を紹介

ボクも
誕生日！

　
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
太
陽
が
、
う
っ
す
ら
と
辺
り
を
照

ら
し
始
め
た
日
曜
の
早
朝
。「
大
根
を
ち
ょ
う
だ
い
」「
漬

物
に
す
る
と
お
い
し
い
よ
」。
文
化
会
館
の
駐
車
場
は
、

服
を
着
込
み
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
集
ま
っ
た
人
々
の

声
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
2
月
5
日
で
2
0
0
0
回
を
迎
え
る
厚
木
市
民
朝

市
。
昭
和
49
年
の
開
設
以
来
、
市
民
の
台
所
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
市
内
の
農
家
や
商
店
な
ど
26
の

店
舗
が
採
れ
た
て
の
野
菜
や
花
、
豆
腐
や
パ
ン
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
出
店
組
合
長
の
相
原
正
夫
さ
ん

（
63
・
長
沼
）
は
「
朝
市
は
対
面
販
売
な
の
で
、
調
理

方
法
な
ど
の
話
を
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
め
る
。
朝

は
寒
い
け
ど
、
人
と
の
触
れ
合
い
が
感
じ
ら
れ
る
温
か

い
場
所
な
ん
だ
よ
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　
生
産
者
と
消
費
者
の
距
離
が
縮
ま
る
の
も
朝
市
な
ら

で
は
の
魅
力
。
日
曜
は
少
し
早
起
き
を
し
て
、
活
気
あ

ふ
れ
る
市
場
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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災害時には飲料水や生活用水として活用される井戸水

　

み
ん
な
で
思
い
を
共
有
し
、
ぶ
れ
ず
に

一
年
間
の
仕
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。
私

が
一
年
ご
と
に
市
政
運
営
の
テ
ー
マ
を
定

め
て
い
る
理
由
で
す
。

　

平
成
29
年
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
言
葉
は

「
進
取
」
で
す
。
従
来
の
慣
習
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
、
自
ら
進
ん
で
動
い
て
い
こ

う
。
テ
ー
マ
に
は
、目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た

ま
ち
づ
く
り
を
「
さ
ら
に
前
へ
進
め
て
い

き
た
い
」
と
い
う
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
森
の
里
東
土
地
区
画
整
理
事
業

の
先
行
整
備
地
区
が
完
成
す
る
ほ
か
、
市

立
病
院
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
厚
木
南

公
民
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
ま
い
て

き
た
種
が
徐
々
に
実
り
の
時
を
迎
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
厚
木
駅
南
口
で
着
工
す

る
再
開
発
事
業
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

生
か
し
た
新
た
な
都
市
基
盤
整
備
な
ど
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
苗
が

ま
す
ま
す
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
は
、
他
都
市
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
た
画
一
的
な
ま
ち
づ
く

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
、
20
年
、
50

年
先
を
想
像
し
、
進
取
の
精
神
で 

「
厚
木

ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と
が
市
政
の
か

じ
を
取
る
私
の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
気

今年の市政運営テーマは「進取」

　

協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
、
雪
害
、
火
山

災
害
な
ど
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
財

産
を
守
る
方
策
を
ま
と
め
た
「
地
域
防
災
計

画
」
に
基
づ
き
、
企
業
や
大
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
と
締
結
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
つ
専
門
的
な
技

術
や
知
識
、
資
機
材
、
物
資
な
ど
（
左
欄
参

照
）を
生
か
し
た
支
援
や
復
旧
活
動
を
展
開
。

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で
も
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

防
災
井
戸
か
ら
給
水
が
可
能
に

　

今
年
1
月
、
飲
料
水
の
安
定
し
た
確
保
を

目
的
に
、
災
害
時
に
約
千
人
の
一
時
滞
在
施

設
と
な
る
株
式
会
社
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル

厚
木
と「
防
災
井
戸
の
活
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
防
災
井
戸
は
、
ホ
テ
ル

が
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
敷
地
内
に
設

置
。1
時
間
に
9
㌧
の
給
水
が
で
き
る
た
め
、

ホ
テ
ル
へ
の
避
難
者
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺

住
民
に
も
飲
料
水
や
生
活
用
水
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
く
に
住
む
大
久
保
百も
も

代よ

さ
ん
（
76
・
東

町
）
は
「
家
庭
で
備
蓄
で
き
る
飲
料
水
に
は

限
り
が
あ
る
。
周
辺
住
民
に
も
提
供
し
て
も

ら
え
れ
ば
、災
害
時
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

産
官
学
で
連
携

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
、
こ
れ
ま
で
１
１

０
件
の
協
定
を
締
結
。協
定
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
や
避
難
所
に
設
置
す
る
公
衆
電

話
・
畳
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
情
報
通
信
網
の

復
旧
な
ど
多
様
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
相
模
原
市
や
大
和
市
な
ど

県
央
地
域
の
８
市
町
村
や
埼
玉
県
狭
山
市
と

も
職
員
の
応
援
や
食
糧
の
提
供
な
ど
、人
的
・

物
的
の
両
面
で
お
互
い
に
支
援
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
企
業
や
大
学
な
ど
と
協
力
し
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
各
団
体
と
の

連
携
を
深
め
、
迅
速
な
復
旧
活
動
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎︎
225‒

２
１
９
０

災
害
へ
の
備
え
を
強
化

トピック 防　災

１
１
０
件
の
災
害
協
力
協
定
を
締
結

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
企
業
や
大
学
な
ど
と
協
力
し
迅
速
か
つ
的
確
な
支
援・復
旧
活
動
を
進
め
る
た

め
、災
害
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
１
月
に
は
、市
内
の
ホ
テ
ル
と
防
災
井
戸
の
活
用
を
盛
り
込
ん
だ
協
定
を

締
結
。
災
害
時
に
欠
か
せ
な
い
水
の
確
保
を
強
化
す
る
な
ど
、
来
る
べ
き
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　平成31年９月20日から11月２
日まで、日本で開催されるラグ
ビーワールドカップの公認チー
ムキャンプ地に、厚木市が名乗
りを上げました。今年４月まで
に組織委員会による実地審査が
行われ、夏ごろにはキャンプ地
が決定します。

問企画政策課☎225-2450

　災害時に避難の準備を促す「避難準備情報」が、高齢
者などが避難を開始する段階であるということを明らかに
するため、「避難準備・高齢者等避難開始」に変わりました。 
☆避難に時間を要する人（高齢の方、障がいのある方、
乳幼児がいる方など）はすぐに避難を開始しましょう。

公認チームキャンプ候補地に
厚木市が応募

「避難準備情報」の名称が
「避難準備・高齢者等避難開始」に変更

災害に備えるための主な協定
協定先 内　容

大学、高校、ゴルフ場な
ど7団体

広域避難場所・指定避難所
を提供

市内の大学など５団体 施設利用や災害ボランティ
アを派遣

スーパー、農協、畳製造
会社など8団体

避難所で必要な生活必需品
や物資を提供

飲料水・食品メーカーな
ど５団体 食糧や飲料水などを提供

イベント運営会社、消防
設備安全協会、自動車整
備振興会など3団体

防災資機材や設備を支援

トラック協会、ガソリンス
タンド、運送・葬祭会社な
ど4団体

物資などの輸送や燃料、霊
きゅう自動車を提供

環境みどり公社、段ボー
ル製造会社など2団体 簡易トイレの設置や調達

測量・郵便・電力・電話・
通信・新聞・印刷会社な
ど11団体

緊急放送や被害情報の収集・
伝達

ホテル、旅館、福祉関係
など25団体 要援護者の緊急受け入れ

建設・電設・造園会社な
ど6団体

道路や水道などの応急・復
旧活動

医師会、獣医師会、薬剤
関係など５団体

医療救護活動や医薬品の調
達、動物救護

重要

《変更前》 《変更後》
避難指示
避難勧告
避難準備情報

避難指示（緊急）
避難勧告

☆避難準備・高齢者等避難開始

ラグビーワールドカップ2019™

キャンプ地のメリット
①キャンプ地公式ロゴマークなどを使用
したPR活動で市の知名度を向上
②キャンプ地としての実績を残し、さま
ざまな国際大会との連携の可能性が拡大
③滞在するチームとの国際交流
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市
内
で
は
、
年
間
で
１
１
６
万
点
を
超
え

る
図
書
や
資
料
の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
30
万
点
は
公
民
館
を
通
じ
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

検
索
や
予
約
が
簡
単
に

　

１
月
25
日
に
は
、
南
毛
利
公
民
館
に
あ
る

図
書
室
が
、
中
央
図
書
館
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ん
だ
公
民
館
図
書
室
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
事
務
員
が
常
駐

し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
簡
単
に
本
の
検
索
や
予
約

が
で
き
る
ほ
か
、
蔵
書
も
一
新
。
所
蔵
数
を

約
1
万
冊
に
増
や
し
、
半
数
近
く
を
絵
本
や

児
童
書
に
す
る
な
ど
、
子
ど
も
向
け
の
図
書

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

図
書
の
貸
し
出
し
や
予
約
を
受
け
付
け
る

事
務
員
の
田た

の
う
え上
小
百
合
さ
ん
は
「
雑
誌
を
備

え
、
新
刊
も
増
や
す
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の

方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、ぜ
ひ
気
軽
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
す
。
近
く
に
住
む
亀
山
裕
子

さ
ん（
45
・
長
谷
）は
「
貸
し
出
し
や
返
却
の

記
録
に
時
差
が
な
く
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
う
れ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
こ
の
他
、
八
つ
の
公
民
館
図
書

室
（
左
欄
参
照
）
も
同
様
の
機
能
を
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
。
各
図
書
室
で
は
季
節
や
話
題

に
合
わ
せ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、�

地
域
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
読
書
を
楽
し
め

る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

読
書
を
サ
ポ
ー
ト

　

市
で
は
、
誰
も
が
い
つ
で
も
本
に
親
し
め
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
年
齢
に
応
じ
た
読
み
聞
か
せ
を
は
じ

め
、
お
薦
め
本
の
展
示
や
移
動
図
書
館
の
巡

回
を
実
施
。
さ
ら
に
、
市
内
の
大
学
図
書
館

で
の
専
門
書
の
閲
覧
や
、
県
立
図
書
館
か
ら

の
本
の
取
り
寄
せ
を
可
能
に
し
、
幅
広
く
図

書
と
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

視
覚
障
が
い
の
方
に
は
、
録
音
図
書
の
郵
送

貸
し
出
し
や
対
面
で
の
朗
読
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
は
、
私
た
ち
に
豊
か
な
創
造
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
新
た
な
知
識
な

ど
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
公
民
館
図
書
室
や
中
央
図
書
館

を
活
用
し
、
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
中
央
図
書
館
☎
223
‒
0
0
3
3

　南毛利公民館にある図書室をリニューアルし、図書の貸し
出しや予約が便利になりました。地域の図書館としての機能
が拡充し、中央図書館から離れた場所に住む皆さんの読書の
利便性が高まります。

読
書

ト
ピ
ッ
ク

事務員が常駐し便利になった南毛利公民館図書室

中央図書館の機能を公民館図書室へ

読書を身近で便利に

依知北☎︎246-3375　森の里☎︎248-4558　睦合北☎︎242-8416
玉　川☎︎250-8559　小　鮎☎︎242-1403　南毛利☎︎250-5133
相　川☎︎229-5281　荻　野☎︎242-8403　睦合西☎︎241-9501

　次の地区の公民館図書室では、中央図書館とつながった
ネットワーク機能で検索・貸し出しができます。

　中央図書館や学校などで配布するほか、市ホームページ
からもダウンロード可能です。お役立てください。
■この本知ってる？　
　小学生から高校生まで年代別、読みもの・
調べもの別に司書が毎年お薦め本を選定し紹介。
■厚木の子どもたちに手渡す100冊の絵本
　昭和60年以前に出版され、現在も購入可能な絵本の中か
ら図書館で貸し出し数の多い絵本を選定し、さらに市民の
皆さんの投票で決定した上位100冊を紹介。

問中央図書館☎223-0033

《開室時間》10時～12時30分、13時30分～17時
　　　　　 （南毛利、荻野は10時～17時）

《休室日》祝日、年末年始など《貸し出し期間》2週間

オンラインで検索・貸し出し

あ つ ぎ 映 画 祭
　今年で6回目を迎えるあつぎ映画祭。今回はトークショー付
きの特別上映や厚木でロケが実施された作品の上映に加え、子
ども向けプログラムを充実させて開催します。

特別上映　
『ゆずり葉の頃』
出演…�八千草薫、風間トオル、岸部一徳、

仲代達矢ほか
　77歳で初監督となる中みね子監督が、
思いを貫く一人の女性を描く。

厚木で撮影した作品特集
『何者』　出演…佐藤健、有村架純ほか
　直木賞受賞作の映画化。就職活動を通じた若者像を描く。

『葛城事件』　出演…三浦友和、南果歩ほか
　無差別殺人事件を起こした青年とその家族の壮絶な人間模様を描く。

こどもと映画～せかいのえほん・おとぎばなし～
『夜のとばりの物語』　
『きかんしゃトーマス　探せ!!　謎の海賊船と失われた宝物』
『劇場版　ムーミン谷の彗星』（字幕）
『ソング・オブ・ザ・シー  海のうた』
『霧の中のハリネズミ～ユーリー・
　ノルシュテイン特集』（字幕）
『年をとった鰐、バベルの本、
　サティのパラード』（一部字幕）

※�各作品の上映スケジュールなど詳細はお問い合わせください。
トークショー以外のチケットは、当日会場でお求めください。
　問アミューあつぎ映画.comシネマ☎206-4541

トークショー（2月5日9時〜会場窓口で販売。定員各160人。）
①ゲスト：山村浩二監督
《日時》�2月26日、11時40分～「年をとった鰐、バベルの本、サティ

のパラード」終映後
　　　��一般・シニア1000円、学生500円、小学生以下無料、� �

会員500円／800円（映画代含む）。

②ゲスト：中みね子監督
《日時》3月11日、13時～「ゆずり葉の頃」終映後
　　�　1500円（映画代含む）。

舞台あいさつ
■ゲスト：松本貴子監督
《日時》�①3月12日、12時45分～「≒草間彌生わたし大好き」終映後�

②3月18日、12時45分～「氷の花火�山口小夜子」終映後

★山村浩二監督　アニメ原画展
　《期間》2月25日～3月5日　11時～18時（5日は16時まで）
　《会場》あつぎ市民交流プラザ
★こどもと映画に関連する絵本の展示
　《期間》2月3日～3月1日
　《会場》中央図書館、公民館図書室

関
連
イ
ベ
ン
ト 入場無料

期間　２月２5日～３月２4日
会場　アミューあつぎ映画.comシネマ

お 薦 め 本 リ ス ト

サティのパラード©Yamamura�Animation

厚木市出身
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　市内企業や大学などが
製作した生活支援ロボット
を紹介する展示会を開催

　小学校でロボットの仕
組みや正しい使い方を学
ぶ授業を実施

③あつぎロボット
　フェアの開催

④ロボット
　リテラシーの普及

⑤こどもロボット
　体験フェアの開催

　子どもたちとロボット
の触れ合いを目的に、操
縦体験や工作教室を開催

　
「『
介
護
で
家
族
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な

い
、早
く
死
ん
で
し
ま
い
た
い
』。
そ
ん
な
こ

と
を
思
う
人
が
い
な
い
、
安
心
な
社
会
を
つ

く
り
た
い
」。そ
う
力
強
く
語
る
の
は
さ
が
み

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
初
の
商
品
化
ロ
ボ
ッ
ト

「
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ハ
ン
ド
」
を
開
発
し
た

チ
ー
ム
ア
ト
ム
の
北
村
正
敏
さ
ん
（
65
）
で

す
。
28
年
10
月
に
発
足
し
た
「
厚
木
発
！
ロ

ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
在
宅
高
齢
者
支
援

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
右
欄
参
照
）」
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、国
か
ら
も
期
待
さ
れ
る

厚
木
市
を
モ
デ
ル
都
市
に
し
た
全
国
初
の
取

り
組
み
。
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
在
宅
高

齢
者
の
健
康
状
態
を
ロ
ボ
ッ
ト
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
地
域
で
共
有
す
る
見
守

り
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

産
学
官
医
の
連
携
が
成
功
の
鍵

　
「
厚
木
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を

抱
い
て
い
た
北
村
さ
ん
は
、工
学
系
の
大
学
や

製
造
業
が
多
い
ま
ち
の
特
徴
に
着
目
。ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
21

年
に
チ
ー
ム
ア
ト
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。
介

護
の
人
手
不
足
が
進
む
将
来
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
が

な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
を
危
惧
し
て
、
今

回
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
市
内
の
中
小
企
業

や
大
学
を
は
じ
め
、
市
や
商
工
会
議
所
、
病

院
、
介
護
施
設
な
ど
、
20
団
体
が
参
加
。
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
さ
が
み
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
の
山
下
さ
ん
は
「
支

援
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ま
な

い
と
実
現
で
き
な
い
の
で
、
産
学
官
医
が
協

力
し
て
進
め
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ

　

超
高
齢
化
が
進
む
日
本
。
２
０
２
５
年
に
は
厚
木
市
で
も
、

３・７
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て
い
く
中
、
市
内
で
は

介
護
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
で
、
安
心
で
き
る
社
会

づ
く
り
を
目
指
す
二
つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

超
高
齢
社
会
へ
新
た
な
挑
戦

市内で進めているロボットに関する取り組み
「ロボットでつながる、ものづくり都市あつぎ」

①足の後ろ側に設置された空気袋を伸縮
させることで、足首の曲げ伸ばしを補助。正
確な反復運動で、リハビリに付き添う介護
士の負担を軽減できる②入所者をベッド
や車イスから持ち上げる際にかかる体へ
の負担を軽減③片まひや半身不随で動か
なくなった指関節のリハビリ器具として活
躍。食事や運動など、日常生活で活用できる
ように改良が重ねられている④人工知能
を搭載し、人の呼び掛けに反応。気持ちを落
ち着かせるセラピー効果が実証されている。

　さがみ縦貫道路沿線地域（10市2町）を対象に、県が平
成25年に国から指定を受け、高齢化や自然災害に対応し
た生活支援ロボットの実用化・普及を進めている。

災害対応
ロボットエリア特区の特徴

①県内の研究開発人口
　の約5割が集中
②全国トップレベルの
　ロボット関連産業
　が集積
③中小企業が持つ
　オンリーワン技術を
　活用
④実証実験に適した
　公的機関や施設などの活用

JAXA

高齢者などへの
生活支援ロボットエリア

実証実験に適した
公的機関や施設などの活用

さがみ縦貫道路
（圏央道）の
周辺10市２町が

対象

神奈川県総合
リハビリテーション

センター

厚木市 さがみ
縦貫道路

介護・医療
ロボットエリア

　愛称は、A
ア ツ

TSU-R
ロ ボ

OBO「SSP（シ
ルバーサポートプロジェクト）」。在
宅介護にロボットを活用する方を
ワンストップで支援するサービス
です。ロボットの提供はもちろん、
訪問介護や診療、不測な事態など
に介護・医療・行政が連携し地域
全体で見守りを行う仕組みです。

ITネットワーク
サービス情報

在宅被介護者の情報

リハビリ

問産業振興課☎225-2831

　市では、市内企業のロ
ボット産業への参入や
産業の集積、人材育成な
どの支援のため、企業や
大学などと連携してい
きます。

①研究開発を支援
　ロボット産業推進事業
補助金やオープンイノ
ベーション促進補助金に
より、ロボットの研究や開
発費用の一部を補助

②�ロボット産業
　推進計画の策定
　市内企業や地域と連携
し、ロボット産業による経
済の活性化を図る計画を
策定中

目
指
す
介
護
支
援

本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
支
援

さ
が
み
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
も
っ
と
軽
量
化
で
き
な
い
か
」「
一
人
で

も
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
簡
単
に
装
着
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」。介
護
老
人
保
健

施
設
「
さ
つ
き
の
里
あ
つ
ぎ
」
の
機
能
訓
練

室
で
は
、
ま
ひ
し
た
足
の
リ
ハ
ビ
リ
用
ロ

ボ
ッ
ト
「
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
レ
ッ
グ
」
の
検

証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
は
、
介
護
・
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

を
支
援
す
る
「
さ
が
み
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
。
28
年
4
月

に
開
設
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
者
と
利
用

者
の
仲
介
役
を
す
る
全
国
で
も
珍
し
い
試
み

で
す
。現

場
の
声
を
開
発
者
へ

　

現
在
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
移
動
や
食
事
、
排

せ
つ
支
援
、
癒
や
し
の
提
供
な
ど
、
15
以
上
の

分
野
で
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
介

護
や
医
療
現
場
へ
の
導
入
は
難
航
。「
開
発
者

が
作
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
技
術
は
高
い
が
実
用
的

で
は
な
い
」
と
、山
下
俊
紀
セ
ン
タ
ー
長
（
69
）

は
そ
の
理
由
を
指
摘
し
ま
す
。「
介
護
士
が
リ

ハ
ビ
リ
に
付
き
添
う
時
間
を
短
縮
で
き
る
も

の
、
力
仕
事
を
補
助
し
て
も
ら
え
る
も
の
が
欲

し
い
」。こ
う
し
た
現
場
の
生
の
声
が
開
発
者
に

十
分
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
で
は
「
重
す
ぎ
て
使
い

物
に
な
ら
な
い
」「
こ
ん
な
に
高
額
で
は
導
入

で
き
る
施
設
は
な
い
」
な
ど
、
本
当
に
必
要

な
も
の
に
な
る
よ
う
、
踏
み
込
ん
だ
ア
ド
バ

イ
ス
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
移
乗
介
助
ロ

ボ
ッ
ト
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」
の
開
発
に
携
わ

る
梶
原
侑
馬
さ
ん
（
26
）
は
「
重
さ
や
動
き

に
く
さ
の
指
摘
は
も
ち
ろ
ん
、
機
械
的
過
ぎ

る
見
た
目
へ
の
抵
抗
感
な
ど
、
利
用
者
な
ら

で
は
の
目
線
か
ら
助
言
し
て
く
れ
る
の
で
あ

り
が
た
い
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
喜
び
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
長
所
を
生
か
す

　

セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、
救
急
医
療
や
リ
ハ

ビ
リ
の
分
野
で
医
師
と
し
て
40
年
以
上
働

き
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験
に
も
積
極
的
に

携
わ
っ
て
き
た
山
下
さ
ん
の
存
在
が
あ
れ
ば

こ
そ
実
現
し
ま
し
た
。「
介
護
の
担
い
手
不
足

が
進
む
前
に
、
先
手
を
打
っ
て
実
用
的
な
ロ

ボ
ッ
ト
を
世
に
輩
出
し
た
い
」
と
い
う
思
い

を
胸
に
開
発
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
ロ

ボ
ッ
ト
の
力
は
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
介
護
を
す
る
上
で
、
人
と
人
の
触
れ
合
い

に
ロ
ボ
ッ
ト
が
勝
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山

下
さ
ん
は
「
デ
ー
タ
の
集
積
や
正
確
な
動
作
の

反
復
な
ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
長
所
を
生
か
す
と
い

う
視
点
で
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、
人
の
役
割

を
よ
り
効
果
的
に
補
完
で
き
る
」
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
介
護
の
質
を
高
め
る
可
能
性
を
信
じ
ま
す
。

　

本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発

し
、
介
護
の
受
け
手
と
担
い
手
の
負
担
を
減

ら
せ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
現
場
の
声
を
エ
ー

ル
に
変
え
て
開
発
者
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
不
安
の
な
い
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
社
会
に

地
域
在
宅
高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

る
」
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
の
情
報
を
一
元
化

　

昨
年
12
月
に
は
、
既
存
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
種
類
や
機
能
と
、
介
護
施
設
の
職
員
98
人

か
ら
聞
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
必
要
な
場
面
に
つ

い
て
、メ
ン
バ
ー
で
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

「
各
家
庭
の
介
護
の
形
に
合
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

の
選
定
が
必
要
」「
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
利
用
者
の

細
か
い
要
望
を
ま
と
め
た
い
」
な
ど
、
活
発

に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
４
月
か
ら
介
護
施
設
で
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
を
実
施
し
、
31
年
に
在

宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

実
現
に
向
け
て
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
が
持
つ
在
宅
高
齢
者
の
情
報
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
持
つ
情
報
形
式
が

異
な
る
た
め
、
現
段
階
で
は
共
有
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が

実
現
で
き
れ
ば
、
世
界
的
に
も
画
期
的
な
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
。

　
「『
厚
木
市
で
は
高
齢
者
が
夢
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
』
こ
と
を
全
国
、
全
世
界
に
発
信

で
き
る
よ
う
に
、必
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

さ
せ
た
い
」
と
熱
く
語
る
北
村
さ
ん
。
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
が
生
活
を
支
え
る
未
来
に
向
け
、

今
日
も
仲
間
と
共
に
夢
を
追
い
掛
け
ま
す
。

リハビリを見守る山下さん

ロボットの未来を語る北村さん

移乗介助ロボット
「マッスルスーツ」

下肢支援ロボット「パワーアシストレッグ」

上肢支援ロボット
「パワーアシストハンド」

アザラシ型
癒やしロボット「パロ」

❶

❹❸

❷

介護ロボットの検証現
場を紹介

あつぎ 元気Wave
ケーブルTV２/1〜

と

　

平
成
25
年
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し

て
地
域
の
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
た
め
、
厚

木
市
を
含
む
10
市
２
町
は
、国
か
ら
「
さ
が
み

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」（
下
欄
参
照
）の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
市
内
で
は
超
高
齢
化
を
見
据

え
、市
内
の
団
体
や
中
小
企
業
が
病
院
や
大
学

な
ど
と
連
携
し
、
介
護
・
医
療
に
特
化
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

26
年
に
は
、特
区
初
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト「
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト
ハ
ン
ド
」
の
商
品
化
を
実
現
。
さ
ら

に
、
昨
年
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
支
援
と
活
用

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

見守り

離れて
暮らす家族

  安心感の提供

救急・警察・
自治体など

  早期異常検知

近所の病院・
介護施設

     適切な診察

訪問介護・訪問診療・不測な事態の対応

サポート窓口
・各家庭に応じた支援
・�生活支援ロボットや見
守りシステムの提供
・�ロボットでは補えない
サービスの提供

生活サポート
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バウンドテニス選手権大会

　2月26日、9時～17時。荻野運動
公園（中荻野1500）。男子・女子
の各シングル・ダブルス戦。市内
在住在勤在学の方。会員500円、
一般1000円。申ハガキまたはファ
クスに〒住所、氏名、電話番号、
参加種目を書き、2月15日（必着）
までに〒243-0801上依知26-2市バ
ウンドテニス協会・木元☎・薨
245-4104へ。
	
県障害者スポーツ大会

　《種目》①ボウリング（知的障が
い）②アーチェリー（身体障がい）
③フライングディスク④陸上（身
体障がい）⑤陸上（知的障がい）⑥
卓球・サウンドテーブルテニス⑦
水泳《開催日》①②4月2日③4月
16日 ④4月30日 ⑤5月14日 ⑥6月11
日⑦7月2日《場所》①湘南とうきゅ
うボウル（藤沢市）②県総合リハ
ビリテーションセンター（七沢
516）③及川球技場（及川1-17-1）
④⑤荻野運動公園（中荻野1500）
⑥寒川総合体育館（寒川町）⑦さ

がみはらグリーンプール（相模原
市）。参加資格は障がいの区分によ
り異なるのでお問い合わせくださ
い。申①②2月27日③④2月20日⑤
3月6日⑥4月24日⑦5月15日までに
直接、障がい福祉課☎225-2221へ。
	
第２6回野外彫刻造形展　	
写真展・ワークショップ

　《写真展》2月16日～21日、10時
～18時（21日は16時まで）。昨年
開催した野外彫刻造形展の写真、
彫刻・造形作品の展示。無料。

写真コンクール市長賞「明暗」

　《缶バッジ・キーホルダー作り
ワークショップ》2月16日～21日、 
10時～18時（21日は16時まで）。
缶バッジ＝100円、キーホルダー
＝200円。

　《写真コンクール表彰式》2月19
日、14時～。
　いずれも会場はあつぎ市民交流
プラザ。申当日直接会場へ。問文
化生涯学習課☎225-2508。
	
応急手当普及員再講習会

　2月25日、9時～12時。消防本部。
応急手当普及員の有効期限更新や
技能の維持・向上のための講習会。
市内在住在勤在学で有効期限3年
以内の応急手当普及員30人。無料。
申2月13日 ま で に 救 急 救 命 課 ☎
223-9365へ。抽選。 申 152864
	
環境市民学習講座「厚木の大豆	
を使って手作り味噌を作ろう」

　3月4日、13時～15時。あつぎ市
民交流プラザ。地場産大豆を使っ
たみそ作りを体験し、地産地消や
資源循環について学ぶ。市内在住
在勤在学の小学生以上（小学生は
保護者同伴）の方24人。無料。申
2月15日までに電話で環境政策課
☎225-2749へ。抽選。 申 162682
	
年金講座「いまさら聞けな
い年金の基本・得する話」

　3月4日、13時～15時。あつぎ市民
交流プラザ。年金の基礎を学び、将
来に役立てる。市内在住在勤在学
の方20人。無料。申電話またはファ
クスに講座名、〒住所、氏名、年
齢、電話番号を書き、2月15日ま
でに勤労者福祉サービスセンター
☎206-4151・薨206-4611へ。抽選。
	
終活講座「より良く生きる、
親と自分の終活」

　3月18日、14時 ～15時30分。 あ
つぎ市民交流プラザ。人生の最期
をより良く迎えるための「終活」
について学ぶ。市内在住在勤の方
20人。無料。申電話またはファク
スに講座名、〒住所、氏名、年齢、
電話番号を書き、2月28日までに
勤労者福祉サービスセンター☎
206-4151・薨206-4611へ。抽選。
	
未病サポーター養成研修

　2月28日、10時～12時。あつぎ
市民交流プラザ。生活習慣病予防、
介護予防などの講義と運動器症候

群予防、転倒予防、口の体操など
の実技。定員100人。無料。申電
話またはファクスに〒住所、氏名、
電話番号、研修名を書き、2月1日
～22日にかながわ健康財団☎045-
243-5021・薨045-243-5032へ。先
着順。
	
食品衛生責任者講習会

　2月15日、14時～16時（受け付け
は13時30分～）。厚木合同庁舎。「食
品等事業者の責務と食中毒予防に
ついて」がテーマの講習会。本年度
講習を受けていない方90人。無料。
申営業許可証に記載の11桁の許可
番号を控え、食品衛生責任者手帳 
を持ち、当日直接会場へ。先着順。問 
厚木保健福祉事務所☎224-1111。
	
子育てアドバイザー講習会

　3月15・17日（全2回）、10時15分
～17時。あつぎ市民交流プラザ。市
内在住で、地域の子育て支援にボ
ランティアとして関わりたい方20
人。無料。託児あり（1歳以上10人。
3月1日までに電話で要予約。先着
順）。保育所実習（半日）が必要。
全課程修了者に認定証を交付。申
3月7日までに子育て支援センター
☎225-2922へ。抽選。 申 162629
	
ファミリー・サポート・
センター提供会員を募集

　地域で育児の手伝いをする提供
会員を募集します。
　《対象》市内在住で子どもの一
時的な預かりや保育施設への送迎
などができる方（講習会の受講が
必要）《講習会》3月15・17日（全
2回）、10時15分～17時。あつぎ市
民交流プラザ。託児あり（1歳以上
10人。3月1日までに要予約。先着
順）。申こども育成課や公民館に
ある申込書に証明写真2枚を添え、
3月7日までに直接、ファミリー・サ
ポート・センター（アミューあつぎ
8階）☎225-2933へ。 公募362014
	
市民ふれあいマーケット
の出店者を募集

　3月12日（雨天の場合は19日）、
9時～13時30分。厚木中央公園。
家庭で不用になった物の販売（手

タウンガイド

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

厚木シティプラザ

マイタウンクラブ
印の番号で、ウェブ上から詳しい情報を

確認できます。「 申」と記されたものは、
申し込みもできます。www.mytownclub.
com［携帯電話は末尾に/cpを］
ＧポイントG

今年度の「あゆコロちゃんG
げ

EN
ん

K
き

Iポイント」
は、2月15日（消印有効）で終了します。カード
をお持ちの方はすぐに応募しましょう。

申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　 ＝Eメール

道の駅清川に顔はめパネルが登場
　厚木市、愛川町、清川村の3市町村で構成する「厚木・愛甲ま
ちづくり研究会」では、道の駅清川（清川村煤

す す

ヶ
が

谷
や

2129）に、オ
リジナルの顔はめパネルを設置しました。
　道の駅では、厚木市を含む農林産物や工芸品の販売、観光・イ
ベント情報の発信などをしています。

問広域政策課☎︎225-2050

　「厚木の誇りです」「また3人の曲が聞けることを楽しみ
に待ってるね」「ずっと応援しています」
　1月5日に活動休止を発表した「いきものがかり」に、思

いのこもったたくさんのメッセージが届きました。市
では地元から3人を応援しようと、アミューあつぎに

「特設メッセージブース」を設置。多くの来場者が訪れ
た会場には、ヒット曲「Ｓ

サ
ＡＫ

ク
ＵＲ

ラ
Ａ」にちなんだ桜型の 

メッセージカードがあふれ、満開の桜を作り上げました。
　山梨県から訪れた竹本あやめさん（23）は「大好きな
いきものがかりに応援メッセージを届けたくて来まし
た。しばらくライブに行けないのが残念ですが、パワー
アップして復活してくれるのをずっと待っています」
と笑顔で話していました。

「放牧」宣言の「いきものがかり」に「Ｙ
エ ー ル

ＥＬＬ」
「ありがとう」の思いが満開の桜に■■

■■
街 の
話 題

お立ち寄りの際には、ぜひ記念撮影を

清川村

厚木市
鐘ケ嶽

白山

清川分署
清川村役場

64

64

60

荻野運動公園道の駅清川

412

問企画政策課☎︎225-2450 1月31日まで設置されたブース



6平成29年２月１日

作り品・食品・動植物は禁止）。
市内在住の方130店舗（高校生以
下は不可）。出店料500円。申往復
ハガキに〒住所、参加者全員の氏
名、電話番号、販売品目、自動車
の有無（1店舗1台まで）・車種・
ナンバーを書き、2月15日（消印
有効）までに〒243-8511環境政策
課☎225-2749へ。抽選。
	
人権施策推進協議会委員を募集

　人権施策を推進するために意見
を頂く委員を募集します。
　《対象》①応募日現在18歳以上
で市内在住在勤在学または市に納
税の義務を負う②他の審議会など
の委員でない③市の議員・職員で
ない④平日昼間に開催する会議

（年3回程度）に出席できる―の全
てを満たす方3人程度《任期》6月
1日～（2年間）《報酬》日額6000円

（交通費含む）。申市民協働推進課
にある申込書（市ホームページか
らダウンロード可）に必要事項と
応募動機を書き、直接または郵送、
ファクス、Ｅメールで3月3日（必
着）までに〒243-8511市民協働推
進課☎225-2215・薨225-4612・
2800@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
	
男女共同参画計画推進委員
を募集

　男女共同参画の推進について意
見を頂く委員を募集します。
　《対象》①応募日現在18歳以上
で市内在住在勤在学または市に納
税の義務を負う②他の審議会など
の委員でない③市の議員・職員で
ない④平日昼間に開催する会議

（年3回程度）に出席できる―の全
てを満たす方4人程度《任期》6月
1日～（2年間）《報酬》日額6000
円（交通費含む）。申市民協働推進
課にある申込書（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項
と応募動機を書き、3月3日（必着）
までに直接または郵送で〒243-
8511市民協働推進課☎225-2215へ。
	
市立病院インターンシップ
参加者募集

　3月23日、9時～15時。市立病院。
看護学生または看護師免許を持ち

復職を考えている方20人。無料。
申経営管理課にある申込書（市立
病院ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を書き、郵送ま
たはＥメールで2月24日（必着）
までに〒243-8588経営管理課☎ 
221-1570・ 2500@city.atsugi. 
kanagawa.jpへ。抽選。
	
２月は省エネルギー月間

　冬季は暖房などの使用でエネル
ギー消費が増える季節です。光熱
費や地球温暖化の原因となる二酸
化炭素の発生を減らすためにも、
省エネルギーを心掛けましょう。
問環境政策課☎225-2746。

	
コンビニ交付サービスの
店舗追加とサービス停止

　2月28日から、全国のミニストッ
プの店舗で個人番号カードによる
コンビニ交付サービスを開始しま 
す。サービス開始によるシステム確 
認試験と市役所本庁舎の電気設備 
点検により、2月10日6時30分～11日 
23時は、コンビニ交付サービスを
停止します。問市民課☎225-2110。
	
本厚木駅連絡所の休業

　2月22日は駅ビルが全館休館とな 
るため、本厚木駅連絡所の諸証明の 
発行業務と観光案内所の業務を休
業します（マイタウンクラブの利用 
も停止）。お急ぎの方は、市役所市民 
課やお近くの地区市民センター、
愛甲石田駅連絡所などをご利用く
ださい。問市民課☎225-2110。
	
看護職合同就職相談会

　3月5日、10時～16時。あつぎ市民交
流プラザ。厚木地区の13病院によ
る説明会、市内3カ所の看護師学校
による相談コーナー（キッズス
ペース有り）。看護職に就職したい

方、子育てや休職中で職場復帰を考
えている方。申当日直接会場へ（E
メールに相談会名、氏名、電話番号
を書き、3月3日17時までに申し込
みをした方には、粗品を進呈）。問
厚木地区看護部長会・中村☎229- 
2221・ m-nakamura@tomei.or.jp。
	
宅地建物取引業協会の相談会

　2月25日、10時～16時。宅地建
物取引業協会県央支部（水引1-8-
22）。専門家による法律や税金、

不動産取引などの相談（要予約）。
無料。問宅地建物取引業協会県央
支部☎224-6561。

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆ロボットと目指す介護支援2月1日～15日
市内で進む介護ロボットの実用化に向けた取り組みを紹介

2月 の

市民農園利用者募集
農　園　名 所　在　地 募集数 面積 年間料金

①山際Ａ農園 山際548-1 2区画 16.5㎡ 4200円
②三田Ｂ農園 三田1512 5区画 16.5㎡ 4200円
③三田Ｃ農園 三田1535 5区画 16.5㎡ 4200円
④小野Ｄ農園 小野331-1ほか 13区画 16.5㎡ 4200円
⑤飯山Ｈ農園 飯山843-1 3区画 33㎡ 7200円
⑥荻野ファミリー農園 上荻野1216ほか 8区画 20㎡ 4400円
⑦中荻野ファミリー農園 中荻野1681-1ほか 1区画 30㎡ 6050円

⑧三田ファミリー農園 三田521-1 1区画
3区画

30㎡
20㎡

6050円
4400円

　市が開設する市民農園で、土や自然と触れ合ってみませんか。

※水や農具などはご自身で用意していただきます。
　水道はありません。駐車スペースには限りがあります。

《期間》①～⑤ 4月1日～平成31年2月28日
　　　　⑥～⑧ 4月1日～平成30年2月28日
《対象》市内在住在勤在学の方（1世帯1区画）

申農業政策課にある申込書
またはハガキに〒住所、氏
名、電話番号、農園名、面
積を書き、2月20日（必着）ま
でに〒243－8511農業政策課
へ。抽選。

自分だけの農園で自由に野菜作りを楽しもう

あつぎ健康相談ダイヤル２４

　特集では、「ロボットと共に暮
らす社会」の実現を目指して活動
する皆さんを取材しました。これ
まで、ロボットと暮らす生活は、
漫画やテレビで見た架空の話のよ
うで遠くの世界に感じていまし
た。しかし、実際にロボットを介
護施設で検証する現場や介護の人
材不足を解決するロボットの可能
性に懸ける熱い思いに触れたこと
で、すぐそこまで実現が近づいて
いることを実感しました。ロボッ
トと生活を共にする未来に期待を
込めながら、実現に向けて突き進
む姿をこれからも追い続けていき
たいと思います。（佐藤）

問農業政策課☎︎225-2800

インターネットモニターからの意見を紹介

1月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆お正月ならではの獅子の舞が厚木でも見られる
のは初耳だった。ぜひ子どもたちに見てほしい／
30代女性◆頑張っている人を見るとエネルギーを
もらえるので、「熱気人2017」は興味深い記事だっ
た／20代女性◆本厚木駅南口が開発されるのが楽
しみ。活気ある街になってほしい／50代女性◆将
来の厚木のために、市と商工会議所が車の両輪と
なって市民とともに都市基盤整備やさまざまなシ
ステム改革に取り組むことを期待する／60代男性
◆ブラスジャンボリーは楽しい企画だと思った／
50代女性◆出初式はテレビでしか見たことがない
ので、この機会に見てみたい／40代男性

厚木市　インターネットモニター結果 検 索問健康医療課☎︎225-2174

《移転日》　2月27日～
《移転先》　
◆健康医療課
　保健センター1階
　 ⇒ 総合福祉センター1階
◆健康づくり課
　保健センター1階 ⇒ 総合福祉センター2階

◆集団検診室などの機能
　保健センター2階⇒
　総合福祉センター3階
※総合福祉センターは、 
4月から「保健福祉センター」 
に名称が変わります。

健康医療課･健康づくり課の
事務室を総合福祉センターへ移転
健康医療課･健康づくり課の
事務室を総合福祉センターへ移転

　1月15日発行の広報あつぎ7面の
記事に一部誤りがありました。厚
木保健福祉事務所の障がい児者歯
科の正しい実施日は2月2日です。問
厚木保健福祉事務所☎224-1111。



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

防火ポスター

平井　花
か

奈
な

（厚木第二小１年）

德元　碧
あお

依
い

（戸田小６年）
馬場　心

み

結
ゆう

（愛甲小５年）

藤田　真央
（厚木第二小２年）

堀越　珠
み

由
ゆ

（厚木中１年）

浅川　祐理
（南毛利中２年）

細野　拓海
（東名中３年）

藤田　真乃介
（森の里小３年）

中坊　海斗
（厚木第二小４年）

特 選

問予防課☎223-9371

下水道作品コンクール
■ポスター
佐野　友

ゆ

唯
い

（厚木小４年）

■作文
「下水道の仕組み」
曽根　啓

ひろ

夢
む

（三田小４年）
問下水道総務課☎225-2361

最優秀賞

優秀賞

浅岡　采
こと

花
は

（毛利台小６年）
榎本　奈々

（南毛利中３年）

市長賞

■標語
「ふだんから　すてないくふうで　ゴミはんげん」
松尾　るな（厚木第二小２年）
「せん定枝　燃やさず　束ねて　リサイクル」
德元　碧

あお

依
い

（戸田小６年）
「どのゴミも　混ぜたら廃棄　分ければ資源」
鏑木　俊樹（依知中３年）

問環境政策課☎225-2749

■ポスター

白坂　凪
（依知小３年）

問生活環境課☎225-2750

動物愛護ポスター 市長賞

清水　一
かず

颯
さ

（緑ケ丘小５年）
大坪　紗来

（厚木第二小３年）

ごみ減量リサイクル
標語・ポスター

問市民協働推進課☎225-2215

■作文
「自分らしく生きていきたい」
岡村　隼

とし

希
き

（依知中３年）

人権作文・ポスター

■ポスター
安部　夏

か

音
のん

（荻野中２年）

市長賞

会長賞

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による

人　口

世帯数（1月1日現在） 9万6890世帯 −前月比40世帯増−

22万5524人（男11万6463人、女10万9061人） 
−前月比38人減−

●6 5 歳以上＝5万3508人（男2万4968人、女2万8540人）
●外国人市民＝6204人（男3099人、女3105人）

　昨年の夏休みに実施したコンクールに、子どもたちの個性あふ
れる作品が集まりました。主な受賞作品を紹介します。（敬称略）
　この他の受賞作品は、市ホームページに掲載しています。

受賞者発表

「セミのぬけがらのひみつ
　　　　　　in七沢森林公園」
駒形　紘

ひろ

夢
む

（厚木小５年）
「乾燥の研究」
中嶋　悠（玉川中２年）
問学校教育課☎225-2675

大　賞こども科学賞

優秀賞

菅原　来
くる

瞳
め

（荻野中２年）
佐々木　遥

はる

花
か

（小鮎中２年）
問文化財保護課☎225-2509

文化財
　保護ポスター

伊東　柚
ゆう

香
か

（毛利台小６年）
藤井　祐美子
（藤塚中３年）

問選挙管理委員会☎225-2490

明るい選挙
　啓発ポスター

問環境事業課☎225-2793

市長賞
片岡　芽

め

生
い

（依知南小５年）

ごみ収集車
イメージアップ絵画「セミのひみつ」

役山　憲
けん

臣
しん

（清水小３年）
「じいちゃんと『山学校』」
蓮子　湊

そう

太
た

郎
ろう

（依知小５年）
「大山と私の心」
伊藤　未

み

来
く

（小鮎中２年）
問学校教育課☎225-2675

大　賞和田傳文学賞鮎まつり思い出絵画

問観光振興課☎225-2820

和田　悠
ゆう

誠
せい

（南毛利小３年）

最優秀賞

■発明品
「あけやすいキャップ」
　　　杉山　美

み

月
づき

　　　　（依知中１年）
問産業振興課☎225-2830

特　賞
青少年発明
コンクール

金 賞

コンクール
夏休み


